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  10 月 2 日午後 3 時から、石原社長による定例記者会見が、放送センター20 階     

役員大会議室で開かれました｡概要は以下のとおりです。 

 

<編成関連> 

日曜劇場の『半沢直樹』が社会現象になるほどの大ヒットとなった。また、夏の世界陸上

の週も GP 帯でトップをとった。上期の平均視聴率も、GP 帯ともに、わずかに二桁に届か

なかったが、昨年の上期に比べると相当あげており、上昇傾向にある。現場には 10 月

以降も気を引き締めて業務にあたるよう指示しているところだ。現在の上げ潮基調を維

持しながら更に上を目指して頑張っていきたい。 

TBS テレビとベトナムの国営放送ベトナムテレビジョンが日越国交 40 周年を記念して 

共同製作したドラマ『The Partner～愛しき百年の友へ～』を、この日曜日に両国で放送

した。視聴者からは高い評価をいただいた。このあともベトナムでは、「TBS ドラマフェス

ティバル」と銘打ち、半年間にわたって『JIN』や『花より男子』といったヒットドラマを集中

的に放送する。今後ともコンテンツの海外展開を積極的に進めていきたい。 

 

<『半沢直樹』ヒットについて> 

原作が大変面白い。不正を糺す爽快感や痛快感に加え、友情と裏切り、父と子の絆な

ど、様々な葛藤も加わり、エンターテインメントの必須要件が盛りだくさんで、功を奏した。

堺さんをはじめ、演技力のある実力派をキャスティングしたことも成功の大きな理由だ。

原作者の池井戸さんから「圧倒的な熱量を放つ、素晴らしいエンターテインメントに仕上

げてくれた」とお褒めいただいたが、演出にあたった福澤克雄は、「年齢層のターゲット

等は意識せず、とにかく面白いものを作ろうとした」と言っており、これこそ、正に作り手

の王道だと思う。最終回は 42．2％という驚異的な視聴率を記録したが、HUT が下がっ

ている中で、「テレビの可能性」や「テレビが娯楽の王様である」ことを、再認識させてく

れたことにも大きな意味があった。 

 

<営業関連> 

上期のネットタイムセールスは、レギュラーベースでは前年並みで推移したが、単発で

は昨年はバレーボールの最終予選や、EURO サッカー、ロンドン五輪といった大型単発

があったため、前年実績には届かない見込み。8 月の世界陸上は目標の売上を達成し、

内容、視聴率、営業成績ともに良い結果が出せた。ローカルタイムはレギュラーベース

で回復し、前年実績を上回る見込み。下期は、依然としてスポンサーが固定費を嫌うと

いう傾向が続いており、ネット、ローカルともに楽なセールスではない。今後は『テレビ未

来遺産』などの単発や、年末年始のセールスに力を注いでいく。 
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スポットセールスは、8 月は世界陸上の影響でシェアを落としたが、前年実績は超えた。

しかし 9 月の地区投下は、勢いに陰りが出ており、上期トータルでは 103％程度となる見

込み。下期の見通しだが、9 月の小康状態が 10 月に影響し出足が悪く不透明な状況。

東京五輪決定を受けて、関連銘柄を中心に株価も上がるなど好材料もあるが、一方で

来年 4 月に予定通り消費増税が行われるということで、インパクトがどの程度出るのか予

断を許さない。世の中の景況感が好転しているが、広告市況はそれほど楽観できるもの

ではないと見ている。慎重に推移を見、機動的に対応していきたい。 

 

<事業関連> 

展覧会では上野の国立西洋美術館で「ミケランジェロ展」を開催中。中でも 15 歳くらい

の頃に制作したとされる浮き彫りの傑作《階段の聖母》は、これまで門外不出とされてい

た。また、システィーナ礼拝堂の内部を 4K で撮影した特別映像も好評だ。映画では「劇

場版 ATARU」が公開 17 日間で興行収入 12 億 9,000 万円・動員 106 万人の大ヒットと

なっている。公開直前にテレビドラマの特別編 DVD を発売しており、更なる伸びに期待

している。このあと「おしん」「SPEC～結～」も控えており、楽しみにしていただきたい。 

今年の夏サカスは、「デリシャカス」と銘打って、番組グルメでおもてなしをした。おととし、

昨年を上回る 133 万 2000 人の方に足を運んでいただき、目標の 120 万人を上回った。 

 

<ラジオ関連> TBSR&C 入江社長 

8 月個人聴取率調査の結果、連続 1 位の記録を 12 年 2 ヶ月（73 期）に更新し、セットイ

ンユースも上昇。平日午後『たまむすび』、安住アナの『日曜天国』などがアベレージア

ップに貢献した。10 月編成はナイターゾーン中心の改編。『トップファイブ』は 3 シーズン

目、新たにワンマン DJ 番組もスタート。1967 年放送開始『永六輔の誰かとどこかで』が 9

月をもって終了放送(12,629 回)。今後も番組宛のはがきは受付け、特別番組としての

『誰かとどこかで』で紹介できればと考えている。土曜日の番組は 10 月以降も引き続き

永さんに出演していただく。営業関連、確定はまだだが上期トータルでは前年比でタイ

ムが 97％強、スポット 90％となる見込み。 
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